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苅田町青少年育成町民会議だより
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だ
は
広
が
る
、
レ

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
で
は
、
子
ど
も
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
て
昨
年
に
引
き

続
き
、
″も
み
じ
学
舎
″
の
協

力
を
得
、
「木
工
教
室
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

出
来
上
が

っ
た
作
品
は
、

愛
着
も
ひ
と
し
お
。
皆
さ
ん

大
事
そ
う
に
持
ち
帰

っ
て
い

ま
し
た
。

一
心
が
癒
さ
れ
ま
ン
ヽ

,、              の＼
ぐんなものができるが
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「大人が変われ 子どもも変わる」

「

まず、大人ができることから|まじめましょう。
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全ての青少年の健やかな成長を願つて・・・。

朝
の
声
か
け
運
動

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
で

は
、
１。
月
１６
日
と
２３
日
に

「
い
じ
め

防
止
強
調
月
間
」

の

一
環
と
し
て
、

児
童

・
生
徒
の
登
校
時
間
に
朝
の
声

か
け
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

登
校
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
か
ら

と
て
も
大
き
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご

ざ

い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
あ
わ
て
て

私
た
ち
も
あ
い
さ

つ
を
返
す
場
面
も

あ
り
、
と
て
も
心
地
よ
い

一
日
の
は

じ
ま
り
で
し
た
。

↑与原小学校校門にて ↑苅田中学校付近にて

―
補
導
環
境
部
会
視
察
研
修
―

未
決
施
設
と
合
わ
せ
て
５
５
０
人

が
収
容
さ
れ
て
お
り
、
暴
力
団
及

び
薬
物
事
犯
が
多
い
と
の
こ
と
で

し
た
。
刑
務
所
等
の

「刑
事
施
設
」
は

刑
の
執
行
を
通
じ
て
、
受
刑
者
の

改
善
構
成
及
び
社
会
復
帰
を
図
る

矯
正
施
設
で
す
が
、
平
成
１８
年
５

月
に
改
正
さ
れ
た
新
法
に
よ
り
従

来
の
作
業
中
心
か
ら
教
育
指
導
に

重
点
を
お
い
た
処
遇
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

会
議
室
で
丁
寧
な
説
明
を
受
け

た
後
、
刑
務
官
に
先
導
さ
れ
、
作

業
場
内
で
木
工
や
洋
裁
の
作
業
を

見
学
し
ま
し
た
。
特
に
、
屋
久
杉

を
用
い
た
高
級
飾
り
棚
や
刺
身
舟

盛
り
用
の
木
工
製
品
等
は
、
矯
正

展
や
即
売
会
で
大
変
好
評
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
、
私
も
始
め
て
浴
場
や
調

理
場
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
清
潔

に
整
理
整
頓
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

は
、
何
れ
の
刑
務
所
の
施
設
で
も

同
様
で
し
た
が
、
我
が
国
の

「矯

正
制
度
」
が

高
く
維
持
さ

れ
て
い
る
と

の
印
象
を
持

ち
、
有
意
義

な
研
修
を
行

う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

苅
田
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
補
導
環
境
部
会

（原

田
雄
幸
会
長
）
は
、
１。
月

１２
日
宮
崎
県
糸
原
に
あ
る

「
宮
崎
刑
務
所
」
を
訪
れ
、

同
所
の
庶
務
課
長
よ
り
施

設
の
沿
革
や
受
刑
者
の
処

遇
、
特
に
矯
正
作
業
に
つ

い
て
く
わ
し
く
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

宮
崎
刑
務
所
は
明
治
６

年
宮
崎
郡
大
島
村
に

「
懲

治
場
」
と
し
て
開
設
さ
れ
、

大
正
Ｈ
年
に
は
現
在
の
宮

崎
刑
務
所
と
改
称
、
昭
和

４６
年
宮
崎
市
内
か
ら
都
市

化
に
伴
い
現
在
地
に
移
転

さ
れ
て
い
ま
す
。

受
刑
者
は
主
に
２６
歳
以

上
の
男
子
で
、
執
行
刑
期

が
８
年
未
満
の
比
較
的
犯

罪
傾
向
の
進
ん
だ
者
が
収

容
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

）
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青少年健全育成講演会開催される :11響 :|1翼
111年
11

1。 日
2.場
3。 講

4.演

時

所

師

題

平成 19年 9月 15日 (土 )

町立中央公民館第 5研修室

元大野城市子ども相談センター相談員

楢橋照 子 先生

F子どもを非行にはしらせないため
…心のサインを見落とさないように・…』

.傷 漑
籐鐵椰

L

当日は連体初日の土曜日にも関わらず、学校 。PTAな ど多くの方々のご参加
をいただき、講演会を開催いたしました。

公演内容は、若年層の犯罪の多発など、現代社会を反映しての家庭教育のあ

り方、そして家庭 。地域で子どもたちを守るため家庭・学校・地域住民・関係

団1体‐などの連携がよリー層重要になつてくるといつたことを主なテーマとし、

多くの実例を交えご講演を頂きました。当日大変お忙しい申、ご:参加を頂いた

皆様、ありがとうございましたも
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により作文は、次号に掲載いたします。
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1撰

南原小2年

穴 見 勇 樹

南原小5年

片 山 満里奈

新津中1年

門 田 大 輝

苅田中1年

堀 本 昇 平

南原小5年

末 松 万由子

与原小4年

井 本 のどか

苅田中2年

野 間 奈緒美

南原小5年

沖 永 由 樹

南原小5年

品 川 雅 智

苅田中2年

古 庄 麻 穂

南原小6年

山 田 和 斗

南原小6年

堀  明日翔

苅田中 1年

野 呂  碧

南原小5年

大 石 実 穂

苅田中1年

寺 田 彩 夏

苅田中2年

松 田 美 穂

南原小2年

金 田 凛太郎

新津中1年

高 田 真裕子

苅田中1年

波 野 佳緒里

年

香

１

，照

中

３

薔
牛
士
口

新

三

↓審査風景

3

板谷真帆 奥村文香 中山七海 大水康椰 朝重七海 荒木康平 上原 綾 上野菜々 緒方郁磨 末高佳歩

上野栞奈 吉瀬礼菜 藤原 匠 木村萌乃 早田実咲 扇 真― 江藤博紀 神田洋輔 井本あかり 山本龍勢

中嶋将也 西村摩香 高城光希 安野里菜 吉原鉄平 梅森彩乃 高木優奈江副天勇 林 優太 塩川広大

与原小

松本七海 松田彩花 岡本有司 小野田彩加 葉山 楓 藤田侑大 丸田 香 小森員央 緒方悠乃 井本美優

苅田小

牧 夢人 中山桃香 上田桃子 椎野徹也 河本雄太 宮崎幸乃 古庄美菜実 高橋 諭 湯越 梓 上田千尋

吉田夏未 井上菜 美々 松尾優花 岡本真里奈 湯野久美里 小田夏希 幸 哲寛 千代丸彩夏 辻 頌平 門冨千歳

森山栄美 廣瀬晶子 佐野春奈 廣瀬理子 田熊朱理 安田暖美 宮本夏帆 高橋 玲 長尾理子 川田 唯

毎
月
第
３
日
曜
日
は
、

「家
庭

の
日
」
で
す
。

■
■
Ｊ「オアシス運動」コンクール入賞作品発表
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笑顔 たえなしヽ わたしの家族
1心がつながる 君とぼ<|
元気な一歩 ふみだせる
すてきな言葉 うれしいな

心と心の 思いやり
その‐1言で スマイル|こ
言うても聞いても しヽしヽ気持ち
この■言が 人事だよ
その■言で やる気でる

|あいさつて
|あしヽ|ぎうで|
|あばようで

|ありがこう

あいさうは

ありがこう

あはようは

|ギ■″0こ
ありがとう

与原414年

片島小0年

与原小 161年

苅田小151年

1片島小15111年

与原小161年

1馬場小161年

南原小0年

与原小141年

与原小1311年
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進
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●
下
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１
年
生

南原小 苅田小 苅田小 苅田ノ」ヽ 苅田小 与原小 与原小 苅田4ヽ 片島小 与原小

２
年
生

与原小 馬場小 苅田小 苅田小 南原小 与原小 馬場小 与原小 1苅田小 与原小

３
年
生

与原小 苅田小 南原小 与原小 与原小 苅田小 苅田小 南原小 南原小 馬場小

４
年
生

片島小 南原小 馬場小 南原小 苅田′」ヽ 苅田小 馬場小 片島小 白川小

５
年
生

苅田小 与原小 南原小 苅田小 馬場小 苅田小 与原小 1与原小 馬場小

０
年
生

.馬場小 南原小 与原小 馬場小 苅田小 馬場小 白川小 苅田小 片島小 南原小

中
学
生

苅魯中1年 苅鐵中3年 苅田中1年 苅田中21年 苅田中1年 苅圏中3.年 新津中3年 新津中2年 苅田中2年 苅田中1年
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「馬場キッズ館」の子どもたち |こ会ってきました。

瘍そこ|こ行けば誰かと遊べる

安心感があります。

夏
休
み
、
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
に

行
き
ま
し
た
。　
↑

ヽ

鸞
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
る
よ
。

晰同学年の遊びとは、

違うおもしろさがあります。

今年 4月から馬場小学校の校舎横 |こ学重保育
がスタートしました。

・馬場キッズの子は、虫が大好きです。

(バツタ、トカゲ、力エル etc。 )
・毎日、子どもたちが帰つた後、
逃がしています。

・外遊びが大好きな元気な子どもたち
です。

「苅
田
町
非
行
防
止
推
進

協
議
会
」
が
発
足
し
て
早
、

１
年
２
ヶ
月
た
ち
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
や
地
域
住
民

へ
の

自
主
防
犯
抑
止
の
啓
発
運

動
と
し
て
、
効
果
が
現
わ

れ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果

と
感
じ
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
馬
場
小
学

校
の
通
学
区
域
を
巡
回

中

の
時
、
頭
を
下
げ
、

「あ
い
さ
つ
」
し
、
手
を

振

っ
て
来
た
子
ど
も
た

ち
で
す
。

青
パ
ト
は
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
い
つ
も

見
守
り
、
貢
献
し
て
い

ま
す
。

《
見
守
り
活
動
の
広
が
り
と
効
果
》

4

先生の

お話
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「手1‐ と「親」の役割

子どもたちの未来は、子|ぼ0たちのものですo
たとえ母親|から生まれていても・・・8  1   1
子どもたちは(育てられた環境の中や様々な体験を通してく
自分の生き方を見つけていきます。それらを支援してい<のは、
親であり、社会め役割であると思います:        ‐
効しヽ績は(子どもたちがした事はヽ 親が背負いますが、最近t

‐ . |‐ ‐.■ ■||  ‐  |   .  . ― |・・
‐   . ■‐ | ―  | . .           | ■  ― |.

親の1責任を子どもたち1こ背負わせていたりして「あらつ?|」 と

思うことが多々あります。学校|こ行かないのは、子どもたちが

悪しヽと決めてしまうことでな<、 行くよう|こ環境を整えてやる

のが親の資任ではないでしようか。子どもたち|こ自分のした事

の善悪の正しい認識を家庭教育としてしつかり導いて欲しいも

のです。

1 子どもたちが知らない事はできません。やったことのない事

|1雫り1奉甘″
`だ
がう体撃を澤して、1学習し、暴磯1学力を身に

つけます:教育は(藩来子どもたちが社会の成人として成長し
ていくため|こ必要な学力を教え、育てるものです:自分のアイ~.     .  . ‐     ‐  . 

■ ■  .             . . .    .~||   .■  ‐ ■

デンテイテイを見つけるための手段であると思います。
親はtl子どもたちの音ちを近<で自々 じうかりと見守り、先
人として導<ことを認識して欲しいものです。  |
明日の事を考えて行動|するのは、大人。あまり深く者えなしヽ
で遊ぶのが子どもたちであるのかなあ～と最近は思います:

子どもたちが「お母さん !」 と声かけをしたら、すぐに応じ
て話を蘭きましょう。次は無いものと思う.ことが大切です:
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苅
田
工
業
高
校
主
催
の
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
エ
作
教
室

が
苅
田
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０
名
ほ
ど
の
中
学
生
が
参
加
し
、
苅
田
工
業
高
校

の
生
徒
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

の
模
型
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

完
成
後
に
、
太
陽
の
光
を
当
て
る
と
自
分
た
ち
の

組
み
立
て
た
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
が
走
り
出
し
中
学
生
た

ち
は
驚
い
た
様
子
で
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
の
仕
組
み
を

説
明
し
て
く
れ
る
高
校
生
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

_ヽ

ι
ー

１０
月
３
～
５
日
の
３
日
間
職

場
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

苅
田
町
内
外
の
５０
カ
所
以
上
の

事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
中
学

生
た
ち
は
普
段
の
学
校
生
活
で

は
あ
じ
わ
え
な

い
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
を
通
し

て
生
徒
達
は
働
く
こ
と
の
大
切

さ
と
大
変
さ
を
学
ぶ

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

5

ソーラーカーエ作教室

職
場
体
験
学
習
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～「スクールサポーター」の配置について～
福岡警察では、学校との連携による少年の非行防止及び犯罪被害防止を目的に、平成 19年 8月 1日 から、
「スクールサポーター制度」を導入し、県下の指定された警察署にそれぞれ配置され活動
しています。

行橋警察署にあつても、本年 10月 1日付けで、経験豊富な警察 OBの小林氏が配置されて
おり、ここ苅田町の各中学、高校において警察と学校のパイプ役を勤めております。
活動としては、○少年の非行防止及び立ち直り支援対策

○非行防止学習等への支援       等の各種活動を行つております。

※不審者・変質者の出没について
4月入つてから 10月末までに 9件 (昨年度同時期 11件)の不審者・変質者が出没しています。子どもたちが
被害に遭う前に防ぎたいものです。

町民皆様方のご協力・ご支援により児童 。生徒の安全を見守つてください。

出没状況

場 所 京町＼神田町、提、与原   対象者 女子児童・生徒
時間帯 登下校時 (7時～ 20時 )
被 害 声かけ、追いかけ＼下半身露出

※不審者等に気付いたらすぐ 110番

又は 近くの学校へ連絡下さい。
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ぐ 路上にはとめず、｀ 駐輪場を利用 !
訪問したときなど、自転車から|まんの

ちよっと離れている間|こ、自転車が

盗まれてしまうことがあります。

面倒でも必ずカギをか|すましょう。

安全と思える自宅の敷地内や学校の

駐輪場でも盗まれることが少な<あ
りません。駐輪するときは、そこが

どんな場所でもしっかリカギをかけ

てお<ことが大切です。

カギをか|すていても路上にとめると盗まれる

可能性が高<なります。
明る<監視が行き届いた駐輪場をなるべ<利
用し、忘れず|こ 「ツーロック」をしましょう。

※駐輸場でパイプなどの固定物が
ある場合、車体をワイヤー錠な
どでつなげておくと盗難防止の

効果は高まります。
(こ のような施錠方法が許可
されている駐輪場に限ります。)

メールの登録はこちらから

http://www.pOnce.pref.fukuoka.jp/mailmg/

Cal自宅や学校でも油断大敵 !
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鸞福岡県警察メール配信システムは、警察本部又は警察署から地域の

安全に関する情報を「パソコン」又は「携帯電話」に配信するサービスです。
。現在、お持ちの「パソコン」または「携帯電話」からサービスの登録ができます。
・登録は無料ですが、メールの送受信及びホームページ閲覧にかかる通信料が必要です。
・情報の配信は平成 18年 12月 9日から開始しています。

福岡県警察メー′

行 橋 警 察 署
変,0930-24-5110(代)

行 橋 京 都 地 区 防 犯 協 会
行橋京都安全まちづ くり推進協力会
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